
2

か
ら
だ
、

動
か
し
て

い
ま
す
か
？

　

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
楽
し
さ
や
喜
び
、
達
成
感
や
爽
快
感
な
ど
、
精

神
的
充
足
が
得
ら
れ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、青
少
年
の
健
全
育
成
や
、

健
康
寿
命
の
延
伸
と
そ
れ
に
よ
る
医
療
費
の
軽
減
な
ど
に
も
重
要
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
は
、
人
や
地
域
の
交
流
が
促
進

さ
れ
、
地
域
の
一
体
感
や
活
力
を
生
み
出
す
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を
四
月
に
策
定
し
、
市
民
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
で
明
る
く
元
気
に
な
れ
る
「
生
命
い
き
い
き
ス
ポ
ー

ツ
の
ま
ち
鶴
岡
の
創
造
」
を
基
本
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

◎
問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１

―
鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
―

【
特
集
】

【子ども夢スポーツフェスティバル in鶴岡2013】
　写真は、直径122cm、 重さ約１kgのボールを使
ったニュースポーツ「KIN‐BALL（キンボール）」。
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こ
の
一
年
に 

運
動
し
た
方
は
八
割

　

生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
生
き

生
き
と
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、

日
頃
の
食
生
活
、
休
養
、
喫
煙
、

飲
酒
な
ど
、
生
活
習
慣
に
気
を
付

け
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
適
度
な

運
動
を
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

十
五
歳
以
上
の
市
民
の
運
動
習

慣
等
に
つ
い
て
調
べ
た
「
ス
ポ
ー

ツ
ラ
イ
フ
に
関
す
る
調
査
（
平
成

二
十
四
年
一
月
〜
三
月
・
鶴
岡
市

教
育
委
員
会
実
施
）」
に
お
い
て
、

こ
の
一
年
間
に
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ

を
行
っ
た
方
は
約
八
割
で
し
た
。

ま
た
、
成
人
の
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ

の
実
施
率
は
、「
週
一
回
以
上
」「
週

三
回
以
上
」
と
も
に
、
全
国
や
山

形
県
の
数
値
よ
り
も
高
い
結
果
で

し
た
が
、
継
続
的
に
実
施
し
て
い

る
方
は
半
数
程
度
で
し
た
。

　

行
っ
た
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
散
歩
や
体
操
と

い
っ
た
、
運
動
強
度
の
余
り
高
く

な
い
も
の
が
多
く
行
わ
れ
て
い
ま

す
。「
行
わ
な
か
っ
た
」
と
い
う

方
に
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
条

件
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
時
間
的
・

金
銭
的
な
余
裕
が
あ
れ
ば
」
と
い

う
回
答
が
特
に
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
子
供
の
体
力
は
、
国
・

県
の
調
査
に
よ
る
と
、
昭
和
六
十

年
頃
と
比
べ
低
い
状
況
で
あ
り
、

積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む

子
供
と
そ
う
で
な
い
子
供
の
二
極

化
も
認
め
ら
れ
、
本
市
で
も
同
様

の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ 

推
進
計
画
の
策
定

　

平
成
二
十
三
年
に
施
行
さ
れ
た

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
で
は
、「
ス
ポ

ー
ツ
は
世
界
共
通
の
人
類
の
文
化

で
あ
る
」
と
さ
れ
、「
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
幸
福
で
豊
か
な
生
活
を

営
む
こ
と
は
全
て
の
人
々
の
権
利

で
あ
る
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
上
で
、
ス
ポ
ー
ツ
は
、

青
少
年
の
健
全
育
成
や
地
域
社
会

の
再
生
、
心
身
の
健
康
の
保
持
増

進
、
社
会
経
済
の
活
力
の
創
造
、

我
が
国
の
国
際
的
地
位
の
向
上

等
、
国
民
生
活
に
お
い
て
多
面
に

わ
た
る
役
割
を
担
う
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の

理
念
を
具
体
化
し
、
国
の
ス
ポ
ー

ツ
政
策
の
具
体
的
な
方
向
性
を
示

す
も
の
と
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本

計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
基
本
法
で
は
、「
市
町
村

の
教
育
委
員
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
基

本
計
画
を
参
考
に
し
、
そ
の
地
方

の
実
情
に
即
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
に
関
す
る
計
画
を
定
め
る
よ
う

努
め
る
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
鶴
岡
市
総
合
計
画

に
お
い
て
、「
健
康
・
生
涯
ス
ポ

この１年間に運動・スポーツを
行った人・行わなかったの割合

行った

行わな
かった

79.3

20.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80（％）

週１回以上の運動・スポーツ実施率（成人）

本市

山形県

全国

50.4

35.5

45.3

0 10 20 30 40 50 60（％）

週３回以上の運動・スポーツ実施率（成人）

本市

山形県

全国

27.5

15.2

23.5

0 10 20 30（％）

行った運動・スポーツの主なもの（成人・複数回答）

この１年間に運動・スポーツを行わなかった方が
運動・スポーツを行うための条件（複数回答）

散歩 23.7％
ウォーキング 18.5％
体操（ラジオ体操など） 17.2％
ボウリング 16.5％
ジョギング・ランニング 14.3％
ソフトバレーボール 13.5％
筋力トレーニング 12.6％
ソフトボール 11.8％

時間的・金銭的な余裕があれば 51.1％
一緒に行う仲間がいれば 28.1％
運動・スポーツ施設が充実していれば 9.4％
家族の理解が得られれば 8.5％
近くにサークルやスポーツクラブがあれば 7.2％
健康についての専門指導者がいれば 6.0％
地域のスポーツ教室・行事が充実すれば 4.7％
その他 9.4％
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ー
ツ
の
場
の
形
成
」「
地
域
の
活

力
と
な
る
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
」「
充
実
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
運
営
」
の
三
つ
の
柱
を
掲
げ
、

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
総
合
計
画
の

「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
を
更

に
推
進
し
つ
つ
、
国
・
県
の
ス
ポ

ー
ツ
基
本
計
画
を
踏
ま
え
て
、
本

市
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
現
状
と
課

題
、
今
後
展
開
す
る
施
策
を
盛
り

込
ん
だ
鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
を
四
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
が
目
指
す
も
の

　

市
民
の
誰
も
が
日
常
生
活
の
中

で
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い

つ
ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
に
親
し
め
る
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
を
図
り
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
健
康
で
生
き
生
き
と
明

る
く
元
気
な
生
活
を
送
り
、
心
通

い
合
う
地
域
を
創
り
上
げ
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
基
本
目
標

に
は
「
生
命
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ

の
ま
ち
鶴
岡
の
創
造
」
を
掲
げ
ま

し
た
。
本
計
画
は
、
十
年
間
を
見

通
し
た
四
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、

今
後
五
年
間
の
具
体
的
な
施
策
を

示
し
て
い
ま
す
。
施
策
は
、
平
成

三
十
年
度
中
に
実
施
状
況
や
成
果

を
評
価
検
討
し
、
そ
の
後
の
施
策

に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　日常的にスポーツに親しむことは、心身ともに健康で文化的な生活を営
むために不可欠であり、健康寿命の延伸や医療費の軽減にもつながります。

誰もが楽しめる生涯スポーツの推進基本方針 １

▷市民が主体的に参画する地域スポーツ環境の整備
○ コミュニティの中心となる総合型地域スポーツクラブの育成
○ 地域のスポーツ指導者等の充実

▷子供のスポーツ機会の充実
○ 幼児期からの体力向上方策の推進
○ 学校の体育に関する活動の充実
○ 子供を取り巻く地域のスポーツ環境の充実

▷ライフステージに応じたスポーツ活動の推進
○ スポーツに親しむ活動の推進
○ 自然に親しむスポーツ活動の推進
○ 安全なスポーツ活動の推進 てくてく健康里山あるき

「生
い の ち

命いきいきスポーツのまち鶴岡の創造」【基本目標】

鶴岡市スポーツ推進計画鶴岡市スポーツ推進計画鶴岡市スポーツ推進計画

市民一人ひとりが健康で生き生きと明るく元気な生活を送り、心通い合う地域を目指します。

施
策

施
策

施
策 総合型地域スポーツクラブ 

（バンポン教室）

【計画の位置付け】
鶴岡市総合計画

【国の関連計画】
スポーツ基本計画
健康日本21

【県の関連計画】
スポーツ推進計画

➡

➡
➡
➡

国民健康保険保健事業実施計画

いきいき健康つるおか21保健行動計画
障害者保健福祉計画
次世代育成支援対策推進後期行動計画

【市の関連計画】

鶴 岡 市
ス ポ ー ツ
推 進 計 画➡

【計画期間】平成 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 年度

基本方針

具体的な施策
５年間の
評価・検討

具体的な施策
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連
携
・
協
働
し
て 

取
り
組
み
ま
す

　

本
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る
た

め
に
は
、
国
・
県
、
学
校
、
ス
ポ

ー
ツ
団
体
、
企
業
、
そ
の
他
の
団

体
等
と
の
連
携
・
協
働
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

鶴
岡
市
体
育
協
会
、
鶴
岡
市
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
本
部
、
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
始
め
と
す
る

ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
下
、
計
画
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
ず
は
気
軽
に 

運
動
し
て
み
よ
う

　

本
市
で
は
、
豊
か
な
自
然
を
活

用
し
た
「
て
く
て
く
健
康
里
山
あ

る
き
」
等
の
気
軽
に
参
加
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
や
、
運
動
し
た
人
数
の

割
合
を
同
規
模
の
自
治
体
と
競
い

合
う
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」、
多

様
な
種
目
・
レ
ベ
ル
の
教
室
を
展

開
す
る
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
な
ど
、
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
様
々
な
機
会
が
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。
生
涯
健
康
で
生

き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
た
め

に
も
、「
久
し
ぶ
り
に
運
動
で
汗

を
流
し
た
い
」「
何
か
運
動
を
始

め
た
い
」
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
機

会
を
逃
さ
ず
に
、
ま
ず
は
軽
い
運

動
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　本市選手の活躍は、市民に明るい話題を提供し、夢や感動を与えます。
また、自信や誇り・郷土愛を育み、活力ある市勢の発展にもつながります。

感動と活力を与える競技スポーツの推進基本方針 ２

▷競技力向上を支える環境の整備
○ 競技力向上に向けた施設環境の充実

▷競技力向上に向けた人材養成
○ ジュニアからトップアスリートまでの競技力向上を支える環境整備
○ スポーツ指導者・審判員等の資質向上

ドリームキッズアカデミー

　スポーツ施設は、市民の健康増進や青少年の健全育成、競技力の向上、
地域コミュニティの構築や災害時など、多様で重要な機能を担っています。

誰もが安全・安心に利用できるスポーツ施設の環境整備基本方針 ３

▷スポーツ施設の管理運営の充実
○ 協働による施設環境の充実

▷スポーツ施設の有効活用と整備推進
○ 安全・安心に利用できる施設環境の充実
○ 気軽に利用できる施設環境の充実

小真木原総合体育館の 
トレーニングルーム

　市民一人ひとりが、地域住民とともにスポーツに親しみ、健康で元気に
暮らすことは、地域の交流の輪が広がり、地域に活力を生み出します。

地域に活力を生み出すスポーツ環境の充実基本方針 ４

▷トップスポーツと地域スポーツの好循環の創出
○ トップスポーツと地域スポーツとの連携・協働の推進

▷スポーツをとおしたコミュニティづくりの推進
○ スポーツに関わる全ての人が連携・協働したスポーツの推進
○ スポーツによる地域づくりと活性化

ジャパンソフトバレーボール
鶴岡フェスティバル

施
策

施
策

施
策

施
策

施
策

施
策

■「鶴岡市スポーツ推進計画」は市ホームページ「スポーツ課」に掲載しています。


